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豊洲地区用地（区域４－１Ｂ街区）における土壌調査結果と今後の対応について 
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東京ガス用地開発㈱（本社:東京都新宿区西新宿３－７－１,社長:土方 教久）は、豊洲地区等において土
地や建物の賃貸や管理事業を行っており、２０１２年７月に豊洲地区土地区画整理事業により豊洲地区用地
（区域４－１Ｂ街区）の換地を受け所有しております。同用地については、換地前の所有者である東京鉄鋼
埠頭㈱が現在の地表面から深さ約４ｍ以深の旧地盤について行った土壌調査において、「土壌汚染対策法」な
らびに「都民の健康と安全を確保する環境に関する条例」（以下、「都条例」）の基準値を上回る特定有害物質
（砒素）が検出（表２参照）されております。同用地において、賃借した外部の開発事業者が、建物を建設
するため、当該用地の地表面から約４ｍまでの土壌を「土壌汚染対策法」の「基準適合土」として搬出する
ことを目的に本年７月に「認定調査※１」を実施したところ、基準値を上回る特定有害物質（砒素、フッ素、
ホウ素、六価クロム）が検出（表１参照）されたことから、本年８月に東京都に報告するとともに汚染拡散
防止計画を提出し、受理されております。このたび開発事業者が９月末から同用地の工事に着手するのにあ
たり、本日公表いたします。 
なお、東京都から、近傍において地下水の飲用井戸はないとの連絡を受けており、周辺の生活環境への影

響はないものと判断しております。 
 
弊社といたしましては、今後、当該用地において掘削を伴う工事を実施する際には、「土壌汚染対策法」

ならびに「都条例」に基づき、適切に対応してまいります。 
何卒、ご理解のうえ、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 
※１「認定調査」・・・区域指定された範囲の土壌を区域外へ搬出する際、搬出土壌を「基準適合土」として認定を受けるため

の任意の調査。認定調査により、汚染が確認されなかった土壌は、都知事の認定を受けることで、処分の際に「基準適合

土」としての取り扱いが認められる。 

 

記 

 

１． 調査に至った経緯について 

区域４－１Ｂ街区は、２００４年２月から４月に換地前の所有者である東京鉄鋼埠頭㈱が旧地盤（現在の
地表面から深さ約４ｍ以深）を対象に「都条例」に則った約３０ｍメッシュによる土壌調査を行い、「砒素」
について基準値を上回るデータが確認されていたため、このたび開発事業者が建物を建設するにあたり、２
０１７年２月に、東京都に調査結果に基づき区域指定の申請を行っておりました。区域指定を受けた場合、
旧地盤の上の土壌（地表面から深さ約４ｍ未満）も汚染土壌と同等の対応が求められることから、区域指定
の申請を行った範囲について、地表面から深さ約４ｍまでの土壌を汚染土壌の対象から除外するために、「土
壌汚染対策法」に則り、開発事業者が「認定調査」を本年７月に実施いたしました。 

 

２． 土壌調査方法・結果について 

（１）調査方法について 

「土壌汚染対策法」に則った方法により、東京鉄鋼埠頭㈱の調査で基準値を超える「砒素」が確認
された範囲に、１０ｍメッシュで調査ポイントを選定し、そのポイントにおいて地表面から約４ｍの
深さまでボーリング調査を行い、特定有害物質２２種類について確認しました。 

（２）調査結果について 

    下記のとおり、「砒素」、「フッ素」、「ホウ素」、「六価クロム」について地表面から４ｍまでの深さで
基準値を上回る値が確認されました。 



 表１：開発事業者の認定調査結果 

項目 

基準値超過メッシュ数 

（超過ﾒｯｼｭ／調査ﾒｯｼｭ数） 

基準超過検体数 

（超過検体数／ 

 調査検体数） 

データの 

最大値 

（Ａ） 

基準値 

（Ｂ） 

最大超過

倍率 

（Ａ／Ｂ） 

土壌 

溶出量 

〔ｍｇ/ｌ〕 

砒素 ６／５６ ８／２８５ ０．０１４ ０．０１ １．４ 

フッ素 ７／５６ ７／２８５ １．１ ０．８ １．３８ 

ホウ素 １／５６ １／２８５ １．４ １．０ １．４ 

六価 

クロム 
１／５６ １／２８５ ０．０７２ ０．０５ １．４４ 

 

３． 汚染発生の推定原因について 

当該用地は、土地区画整理事業により換地された土地であり、換地前の所有者からは特定有害物質の
使用履歴はないと聞いております。また、地表面から旧地盤までは、東京都の建設発生土受入れ基準に
適合した土壌で覆われていると聞いております。なお、換地後においても東京ガス用地開発㈱は、特定
有害物質を使用しておりません。 

 

４． 周辺への影響について 

東京都から、近傍において地下水の飲用井戸はないとの連絡を受けており、周辺の生活環境への影響
はないものと判断しております。なお、当該用地は柵で囲い立ち入りを禁止しております。 

 

５． 今後の工事の対応について 

このたびの認定調査の結果、汚染土壌の対象から除外されなかった部分については、今後、着工する
掘削を伴う工事の中で、「土壌汚染対策法」ならびに「都条例」に基づき、下記のとおり適切に対応す
るよう開発事業者に依頼してまいります。 

・工事の際は、周辺に影響を及ぼさないよう拡散防止を行う。 

・汚染土壌を搬出する場合は、「土壌汚染対策法」に基づく許可を受けた処理施設で適切に処分する。 
 

（参考）換地前の所有者による土壌調査結果について 

表２：東京鉄鋼埠頭㈱の調査結果（２００４年２月～４月実施） 

 

 

 

 

項目 

基準値超過メッシュ数 

（超過ﾒｯｼｭ／調査ﾒｯｼｭ数） 

 

基準超過検体数 

（超過検体数／ 

 調査検体数） 

データの 

最大値 

（Ａ） 

基準値 

（Ｂ） 

最大超過 

倍率 

（Ａ／Ｂ） 

土壌 

溶出量 

〔ｍｇ/ｌ〕 

砒素 
１０／１０ 

（約３０ｍメッシュ） 
２０／４３ ０．０６２ ０．０１ ６．２ 


